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９月補正・一部修正され可決９月補正・一部修正され可決

９月補正・一部修正され可決

平成２７年 第３回定例会

　アウガ関連事業として、計上された情報コーナー運営管理

事業実施について修正案が出され、本会議において賛成多数

で修正案が可決した。

情報コーナー運営事業費の修正案に賛成の理由（廃案）

現在、市役所本庁での土曜日市民課窓口開庁が定着、６年間実施され市民に
周知されている事や、アウガの経営に資するために一般財源約３，６００万円を工事
費に費やす事は、市民サービスの向上には結びつかない。

どうしても日曜祝祭日に証明書が必要な市民に対して、自動交付機が１台に付
き年間１１５０万円の経費なので、日曜祝祭日に利用できるよう市役所本庁に設置
すべきと考えます。

アウガの会長として、アウガ経営のため来客者を増やしたい気持ちは分かりま
すが、市長の立場で今回の補正予算の計上は疑問に思います。

情
報
コ
ー
ナ
ー
運
営
管
理
事
業
と
は

現
在
、
市
役
所
本
庁
で
土
曜
日
市
民
課
窓
口
を
開
設

し
、
各
種
証
明
書
の
発
行
及
び
印
鑑
登
録
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
市
役
所
本
庁
で
の
土
曜
日
市
民
課
窓
口
を
閉
め

て
、
現
在
ア
ウ
ガ
４
階
に
あ
る
情
報
プ
ラ
ザ
に
行
政
窓

口
を
来
年
４
月
か
ら
開
設
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
事
務

所
の
工
事
費
と
し
て
、
一
般
財
源
約
３
６
０
０
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

主な補正予算

● 青森と首都圏をつなぐビジネス交流拠点構築事業
　費 （アンテナショップ）

５６，６３４千円［交付金４５，６７０千円］
● 農業移住・新規就農サポート事業

９，２６２千円［交付金６，１６０千円］
● 多言語対応観光アプリ開発・運営事業

５，０００千円［交付金５，０００千円］
●まちなか保健室運営事業

６，４６５千円［交付金５，０００千円］

* その他
・庁舎等耐震・整備事業

・流雪溝整備事業（戸山団地内既設融雪溝を活用）

・除排雪車両にGPS機器を試行設置

・まちづくり寄附制度推進事業（寄附者増の対応）

・社会保障・税番号制度導入事業（個人番号カード

交付のため）

・児童福祉施設整備費補助金交付事務（５保育所

整備の補助金交付）

・施設開設準備経費助成特別対策事業（老人施設・

居宅介護施設への補助）

・地熱開発理解促進関連事業

・産地水産業強化支援事業

冬期間の屋根の雪下ろしが困難な高齢者等世帯に

対し、屋根雪処理費用の一部を助成

対象世帯：６５ 歳以上高齢者のみの世帯、身体

障害者・愛護手帳が一定の等級の障害者のみの

世帯、１８ 歳未満の児童を有する母子家庭等

＝対象要件の緩和＝
親族：市内に１８歳以上の子・孫及びそれらの配

偶者が移住していない親族要件を撤廃

収入：同一建物に居住する全員が市民税非課税
世帯

これまで、２５，０００円を上限に雪処理費用の半

額を助成→豪雪時には課税世帯も対象

非課税世帯

　豪雪時　助成限度額を５０，０００円に引き上げ

課税世帯　豪雪時

　助成率　１／４（助成限度額を２５，０００円）

豪雪時とは：積雪１ｍ超（豪雪対策本部設置時）

福祉の雪処理支援事業
 （要件が大幅に緩和）

発行者　藤田 まこと 
事務所　青森市中央１丁目22 -5
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水難事故発生状況

平成 24年

平成 25年

平成 26年

平成 27年
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青森警察署管内資料　平成 27年 8月下旬時

一
般
質
問

一
般
質
問

公
共
サ
イ
ン
に
つ
い
て

青
森
市
内
の
公
共
的
な
標
識
に
統
一
性
が

な
い
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
２
点
聞
い
た
。

１
．
観
光
振
興
を
目
的
と
し
た
公
共
サ

イ
ン
に
つ
い
て

【
こ
れ
ま
で
の
取
組
】

答
弁　

青
森
市
の
歴
史
、
景
観
、
環
境
、
文
化
、

自
然
を
観
光
客
に
わ
か
り
や
す
く
御
案
内
す

る
た
め
、
平
成
20
年
度
に
青
森
市
中
心
市
街

地
及
び
そ
の
周
辺
に
関
す
る
「
サ
イ
ン
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
翌
年
に
「
青
森
市
観
光

交
流
情
報
セ
ン
タ
ー
」
の
総
合
案
内
板
を
は

じ
め
、
寺
院
、
公
園
な
ど
の
施
設
案
内
板
、

矢
印
等
の
コ
ー
ス
誘
導
サ
イ
ン
43
基
、
ま
ち
な

か
散
策
コ
ー
ス
の
愛
称
表
示
板
54
箇
所
を
設

置
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
平
成
22
年
度
か
ら
本
市
の
外

国
人
観
光
客
の
受
入
態
勢
の
充
実
を
図
り
、

本
市
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進
及
び

国
際
観
光
を
推
進
す
る
た
め
、
本
市
独
自
の

支
援
制
度
を
設
け
な
が
ら
、
観
光
施
設
に
お

け
る
案
内
板
等
の
外
国
語
表
記
を
進
め
て
き

て
い
る
。

２
．
公
共
サ
イ
ン
に
つ
い
て
市
統
一
的

な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

 

【
今
後
の
対
応
】

市
に
お
け
る
統
一
的
な
指
針
と
な
る
公
共

サ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
そ
の

策
定
に
当
た
り
、
国
に
よ
る
各
種
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
と
の
整
合
性
を
図
り
、
庁
内
関
係
部

局
を
交
え
た
多
岐
に
渡
る
議
論
が
必
要
で
あ

り
、
他
都
市
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

定
状
況
や
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
今
後
調
査
・

研
究
を
進
め
て
参
り
た
い
。

要
望
事
項
：

①
青
森
市
も
観
光
客
の
増
加
に
伴
っ
て
、
ト

イ
レ
及
び
各
公
共
施
設
の
場
所
の
周
知
を

提
言
し
ま
し
た
。

②
遠
く
か
ら
で
も
、
公
共
の
ト
イ
レ
が
わ
か

る
よ
う
な
仕
組
み
が
作
れ
な
い
か
、
遠
く

か
ら
認
識
出
来
る
よ
う
な
標
記
の
検
討
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

③
青
森
駅
前
に
あ
る
公
衆
ト
イ
レ
に
「
WC
」

表
示
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
際
、
一
般
的

な
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
で
わ
か
り
や
す
い
表
示

し
て
と
要
望
し
ま
し
た
。

④
市
の
公
共
施
設
内
の
ト
イ
レ
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
入
口

に
表
示
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

※
観
光
都
市
を
目
指
し
て
い
る
他
都
市
で
は

公
共
サ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
て

い
る
事
か
ら
早
期
の
策
定
を
求
め
ま
し
た
。

他
の
一
般
質
問
の
概
要

２
．
水
難
事
故
対
策
に
つ
い
て

沖
館
川
河
口
の
よ
う
な
住
宅
街
を
流
れ
る

２
級
河
川
の
水
難
事
故
防
止
対
策
を
聞
い
た
。

答
弁

 

看
板
等
危
険

箇
所
の
表
示
を

行
っ
て
い
る
。

要
望青

森
市
内
の

沼
、
河
川
等
の

水
難
事
故
防
止

対
策
と
し
て
、

要
所
に
救
難
器

具
の
設
置
を
求

め
ま
し
た
。

３
．
青
森
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て

４
．
家
庭
の
訪
問
調
査
に
つ
い
て

情
報
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て

①
平
成
２１
年
８
月
～
翌
年
３
月
の
試
行
期
間

の
結
果
を
踏
ま
え
、
な
ぜ
、
改
め
て
日
・

祝
日
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
窓
口
の
開
庁
を

行
う
の
か

答
弁　

試
行
的
に
実
施
し
た
結
果
、
利
用
者

の
多
い
土
曜
日
だ
け
の
開
庁
を
し
て
き
た
。

　

開
設
の
理
由
は
、
ア
ウ
ガ
が
中
心
市
街
地

に
位
置
し
年
間
４
０
０
万
人
が
来
館
す
る
事
、

多
く
の
市
民
の
休
日
で
あ
る
土
曜
日
、
日
曜

祝
日
に
お
い
て
も
運
営
し
、
市
民
課
に
関
わ

る
業
務
の
み
な
ら
ず
、
市
税
や
税
外
等
の
収

納
事
務
を
行
う
事
に
よ
り
、
市
内
全
域
に
わ

た
っ
て
利
用
者
の
利
便
性
が
高
ま
り
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
と

考
え
た
。

②
情
報
コ
ー
ナ
ー
及
び
ま
ち
な
か
保
健
室
に

お
け
る
、
勤
務
公
署
・
体
制
及
び
休
業
日

に
つ
い
て

答
弁　

情
報
コ
ー
ナ
ー
運
営
管
理
事
業

　

ア
ウ
ガ
４
階　

人
員
検
討
中   

　

ま
ち
な
か
保
健
室　

ア
ウ
ガ
５
階
１
名

（
看
護
師
）　

　

休
業
日
は
市
民
図
書
館
の
休
館
日
を
参
考

③
現
在
、
本
庁
の
土
曜
日
の
開
庁
時
の
各
種

証
明
書
の
発
行
件
数
は

答
弁　

発
行
件
数

  
土
曜
日
の
年
間
９
４
０
０
件
位

　

１
日
約
１
０
０
人
位

④
本
庁
の
土
曜
日
開
庁
を
止
め
る
と
い
う
事

は
、
６
年
も
の
間
、
市
民
に
馴
染
ん
で
き

て
い
る
の
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
で

は
な
い
の
か
。

答
弁　

日
祝
祭
日
の
開
庁
に
な
る
の
で
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
は
な
ら
な
い
。

※

以
前
試
行
期
間
の
結
果
、
費
用
対
効
果
が

な
い
と
し
て
日
祝
祭
日
を
閉
庁
し
た
。

⑤
自
動
交
付
機
は
１
台
設
置
費
用
は
い
く
ら

か
。

答
弁　

平
成
26
年
３
月
本
庁
舎
・
元
気
プ
ラ

ザ
の
自
動
交
付
機
を
更
新
、
１
台
約
１
０
０

０
万
円　

運
用
経
費　

年
間
１
５
０
万
円
に

な
っ
た
。

⑥
整
備
費
用
と
し
て
３
６
，
３
５
９
千
円
、

内
訳
は

答
弁　

情
報
コ
ー
ナ
ー
整
備
費
２
３
０
０
万

円
、
シ
ス
テ
ム
に
約
８
０
０
数
十
万
円
、
備

品
費
約
４
０
０
万
円

⑦
ア
ウ
ガ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
れ
ば
、
新
た

な
経
費
が
必
要
に
な
る
の
で
は

答
弁　

動
く
こ
と
は
な
い
の
で
、
必
要
に
は

な
ら
な
い
と
思
う
。

⑧
万
が
一
、
ア
ウ
ガ
の
経
営
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
、
商
業
フ
ロ
ア
は
立
ち
入
り
禁
止

に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
。

答
弁　

管
理
者
が
変
わ

る
事
に
よ
り
一
時
的
に
立

ち
入
り
禁
止
に
な
る
可
能

性
は
あ
る
。

⑨
来
年
４
月
か
ら
の
情
報

コ
ー
ナ
ー
運
営
費
の
お

お
よ
そ
の
算
定
は

答
弁　

運
営
費
２
千
万
、

人
件
費
は
ま
だ
算
定
し
て

い
な
い
。

※

最
後
に
、
こ
の
時
期
に

一
般
財
源
３
６
０
０
万

円
余
り
事
業
提
案
は
撤

回
す
る
べ
き
と
提
案
し

ま
し
た
。

そ
の
他

ノ
ー
残
業
デ
ー
の
設
置
に

つ
い
て

予
算
委
員
会
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